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第１０節 輸出貨物取扱関係手続 

 

システムを使用して、関税法第 40 条第１項（貨物の取扱い）に規定する輸出貨物の内容点検又は改

装、仕分けその他の手入れ又は仕合せにかかる手続を行う場合は、この節の定めるところによる。 

システムに登録された他所蔵置場所に蔵置されている輸出貨物について、システムを使用して関税法

第 36条第２項（保税地域についての規定の準用等）に規定する届出も行うことができる。 

なお、貨物を保税地域に搬入する単位と異なる単位で輸出申告又は積戻し申告（以下この節において

「輸出申告等」という。）を行うため、登録済みの貨物情報を分割又は統合する手続についても、この節

に定めるところにより行うものとする。 

 

１ 貨物取扱登録（内容点検、その他の手入れ） 

保税蔵置場又は他所蔵置場所（以下この節において「保税地域等」という。）に蔵置されている貨

物について、内容点検又はその他の手入れを行う場合は、次による。 

なお、システム利用者以外が行う場合は、取扱場所の倉主等が登録する。 

(1) 登録の方法 

イ 呼出しによる方法 

「輸出貨物取扱登録（内容点検）呼出し」業務（業務コード：ＡＨＮ）を利用して、次の事

項を入力し送信することにより、貨物情報が「輸出貨物取扱登録（内容点検）呼出し結果情

報」（出力情報コード：ＡＡＴ０８３０）として応答画面に出力されることから、出力された内

容を確認の上、後記ロ（呼出しによらない方法）に準じて登録を必要とする事項を上書き入力

して送信する。 

［１］管轄税関（「管轄税関」欄） 

貨物が蔵置されている保税蔵置場の管轄税関を税関官署コード（「業務コード集」参

照）で入力する。 

他所蔵置場所に蔵置されている場合は、必須入力する。 

［２］取扱種別（「取扱種別＊」欄） 

次の区分に応じたコードを必須入力する。 

区 分 コード 

内容点検 Ｙ 

その他の手入れ Ｎ 

［３］取扱保税蔵置場（「取扱蔵置場＊」欄） 

貨物の取扱いを行う保税蔵置場の保税地域コード（「業務コード集」参照）を必須入力

する。 

［４］ＡＷＢ番号（「ＡＷＢ番号」欄） 

ＡＷＢ番号を必須入力する。 

処理対象外とする場合は、先頭に「ＸＸＸ」を付して入力する。 

［５］取扱個数（「個数」欄） 

貨物の取扱いを行う個数を入力する。 

ロ 呼出しによらない方法 

「輸出貨物取扱登録（内容点検）」業務（業務コード：ＡＨＮ０１）を利用して、次の事項を
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入力し送信する。 

なお、先頭に「＃」が付された項目は入力不可。 

＃［１］取消表示（「取消表示」欄） 

［２］管轄税関（「管轄税関」欄） 

貨物が蔵置されている保税蔵置場管轄税関の税関官署コード（「業務コード集」参照）

を入力する。 

他所蔵置場所に蔵置されている場合は、必須入力する。 

［３］取扱種別（「取扱種別」欄） 

次の区分に応じたコードを必須入力する。 

区 分 コード 

内容点検 Ｙ 

その他の手入れ Ｎ 

［４］取扱保税蔵置場（「取扱蔵置場」欄） 

貨物の取扱いを行う保税蔵置場の保税地域コード（「業務コード集」参照）を必須入力

する。 

＃［５］貨物取扱番号（「取扱番号」欄） 

［６］取扱開始年月日（「取扱開始日時」欄左） 

取扱を開始する年月日を西暦（８桁）で必須入力する。 

［７］取扱開始時刻（「取扱開始日時」欄右） 

取扱を開始する時刻を 24時間制（４桁）で必須入力する。 

［８］取扱終了年月日（「取扱終了日時」欄左） 

取扱を終了する年月日を西暦（８桁）で必須入力する。 

［９］取扱終了時刻（「取扱終了日時」欄右） 

取扱を終了する時刻を 24時間制（４桁）で必須入力する。 

※ 以下［10］から［13］までの項目は、最大９欄まで繰り返し入力することができる。 

［10］ＡＷＢ番号（「ＡＷＢ番号」欄） 

ＡＷＢ番号を必須入力する。 

処理対象外とする場合は、先頭に「ＸＸＸ」を付して入力する。 

［11］取扱個数（「個数」欄） 

貨物の取扱いを行う個数を必須入力する。 

［12］品名（「品名」欄） 

貨物の取扱いを行う貨物の品名を必須入力する。 

［13］重量（「重量」欄） 

貨物の取扱いを行う貨物の重量を必須入力する。 

なお、小数点以下第１位まで入力することができる。 

 

(2) 取消しの方法 

前記(1)（登録方法）により登録された輸出貨物取扱登録（内容点検）を取り消す場合は、｢輸

出貨物取扱登録（内容点検）｣業務（業務コード：ＡＨＮ０１）を利用して、次の事項を入力し送

信する。 
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［１］取消表示（「取消表示」欄） 

「Ｙ」を必須入力する。 

［２］貨物取扱番号（「取扱番号」欄） 

貨物取扱番号を必須入力する。 

［３］ＡＷＢ番号（「ＡＷＢ番号」欄） 

ＡＷＢ番号を必須入力する。 

処理対象外とする場合は、先頭に「ＸＸＸ」を付して入力する。 

 

(3) 出力情報 

前記(1)（登録方法）又は(2)（取消しの方法）により情報が登録又は取り消された場合は、次

の情報がそれぞれ配信される。 

出力情報 出力情報コード 出力条件 配信先 

貨物取扱控情報

（輸出）Ａ 

ＡＡＴ０８５０ なし。 登録者 

登録者が保税蔵置場以外で、かつ、保

税蔵置場に向けて出力の旨が登録され

ている場合。 

保税蔵置場 

貨物取扱記録情報

（輸出）Ａ 

ＡＡＴ０８６０ 特殊貨物記号又は税関へ届出を要す

る事故情報が存在し、かつ、取扱場所が

他所蔵置場所でない場合。 

保税蔵置場の管

轄税関 

（保税担当部門） 

取扱場所が他所蔵置場所である場

合。 

他所蔵置場所の

管轄税関 

（保税担当部門） 

搬送指示情報（輸

出）Ａ 

（CGO PICK UP 

ORDER 

(NAITEN)）

（※） 

ＡＡＴ０８７０ 搬送指示情報出力の旨が登録されて

いる保税蔵置場である場合。 

保税蔵置場 

貨物取扱取消確認

情報（輸出）Ａ 

ＡＡＴ０８８０ 次の全ての条件に該当する場合。 

① 貨物の取扱いの取消しの場合。 

② 特殊貨物記号が登録されている

場合。 

③ 取扱場所が他所蔵置場所でない

場合。 

保税蔵置場の管

轄税関 

（保税担当部門） 

貨物の取扱いの取消しであり、かつ、

取扱場所が他所蔵置場所である場合。 

他所蔵置場所の

管轄税関 

（保税担当部門） 

貨物取扱取消控情

報（輸出）Ａ 

ＡＡＴ０８９０ 税関以外が貨物の取扱いを取り消し

た場合。 

登録者 

※括弧内英字は帳票タイトル 
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２ 貨物取扱登録（改装、仕分け） 

保税地域等に蔵置されている貨物（積戻し貨物を含む。）について、貨物の取扱い（改装、仕分

け）を行う場合は、次による。 

なお、システム利用者以外が貨物の取扱い（改装、仕分け）を行う場合は、取扱場所の倉主等が

登録する。 

また、貨物の取扱い（改装、仕分け）を行った場合は、後記６（輸出貨物取扱確認登録）により

「輸出貨物取扱確認登録」業務（業務コード：ＣＣＨ０１）を実施する必要がある。 

(1) 登録の方法 

イ 呼出しによる方法 

「輸出貨物取扱登録（仕分け）呼出し」業務（業務コード：ＡＨＳ）を利用して、次の事項

を入力し送信することにより、貨物情報が「輸出貨物取扱登録（仕分け）呼出し結果情報」（出

力情報コード：ＡＡＴ０９００）として応答画面に出力されることから、出力された内容を確

認の上、後記ロ（呼出しによらない方法）に準じて訂正を必要とする事項を上書き入力し送信

する。 

なお、先頭に「＃」が付された項目は入力不可。 

［１］管轄税関（「管轄税関」欄） 

貨物が蔵置されている保税蔵置場の管轄税関の税関官署コード（「業務コード集」参

照）を入力する。 

他所蔵置場所に蔵置されている場合は、必須入力する。 

［２］取扱保税蔵置場（「取扱蔵置場」欄） 

貨物の取扱いを行う保税蔵置場の保税地域コード（「業務コード集」参照）を必須入力

する。 

［３］取扱種別（「取扱種別＊」欄） 

次の区分に応じたコードを必須入力する。 

区 分 コード 

他貨物への変更、仕分け（ラベルチェンジ） Ｓ 

個数の変更 Ｈ 

同一貨物内の仕分け Ｄ 

［４］仕分数（「仕分数」欄） 

「取扱種別＊」欄に「Ｓ」（他貨物への変更、仕分け（ラベルチェンジ））を入力した

場合は、仕分け後の仕分け数を１から８までで必須入力する。 

「取扱種別＊」欄に「Ｄ」（同一貨物内の仕分け）を入力した場合は、仕分け後の仕分

け数を２から８までで必須入力する。 

「取扱種別＊」欄に「Ｈ」（個数の変更）を入力した場合は、入力不可。 

＃［５］貨物取扱番号（「取扱番号」欄） 

［６］輸入表示（「<仕分元>輸入」欄） 

「取扱種別＊」欄に「Ｓ」（他貨物への変更、仕分け（ラベルチェンジ））を入力した

場合で、仕分けを行う貨物が輸入貨物の場合は、「Ⅰ」を入力する。 

その他の取扱種別の場合は、入力不可。 
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［７］仕分元ＡＷＢ番号（「<仕分元>ＡＷＢ番号」欄） 

仕分けを行うＡＷＢ番号等を必須入力する。 

※以下［８］及び［９］の項目は、最大８欄まで繰り返し入力することができる。 

［８］仕分後貨物識別（「<仕分後>識別」欄） 

「取扱種別＊」欄に「Ｓ」（他貨物への変更、仕分け（ラベルチェンジ））を入力した

場合は、次の区分に応じたコードを必須入力する。 

区 分 コード 

ＡＷＢ Ａ 

ＨＡＷＢ Ｈ 

未ラベル貨物 Ｌ 

 

［９］仕分後ＡＷＢ番号（「<仕分後>ＡＷＢ番号」欄） 

「<仕分後>識別」欄に「Ａ」（ＡＷＢ）又は「Ｈ」（ＨＡＷＢ）を入力した場合は、仕

分け後のＡＷＢ番号又はＨＡＷＢ番号を入力する。 

ロ 呼出しによらない方法 

「輸出貨物取扱登録（仕分け）」業務（業務コード：ＡＨＳ０１）を利用して、次の事項を入

力し送信する。 

なお、先頭に「＃」が付された項目は入力不可。 

［１］管轄税関（「管轄税関」欄） 

貨物が蔵置されている保税蔵置場の管轄税関の税関官署コード（「業務コード集」参

照）を入力する。 

他所蔵置場所に蔵置されている場合は、必須入力する。 

［２］取扱保税蔵置場（「取扱蔵置場」欄） 

貨物の取扱いを行う保税蔵置場の保税地域コード（「業務コード集」参照）を必須入力

する。 

［３］取扱種別（「取扱種別」欄） 

次の区分に応じたコードを必須入力する。 

区 分 コード 

他貨物への変更、仕分け（ラベルチェンジ） Ｓ 

個数の変更 Ｈ 

同一貨物内の仕分け Ｄ 

［４］仕分数（「仕分数」欄） 

「取扱種別」欄に「Ｓ」（他貨物への変更、仕分け（ラベルチェンジ））を入力した場

合は、仕分け後の仕分け数を１から８までで必須入力する。 

「取扱種別」欄に「Ｄ」（同一貨物内の仕分け）を入力した場合は、仕分け後の仕分け

数を２から８までで必須入力する。 

「取扱種別」欄に「Ｈ」（個数の変更）を入力した場合は、入力不可。 

＃［５］貨物取扱番号（「取扱番号」欄） 

［６］取扱開始年月日（「取扱開始日時＊」欄左） 

取扱開始年月日を西暦（８桁）で必須入力する。 
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［７］取扱開始時刻（「取扱開始日時＊」欄右） 

取扱開始時刻を 24時間制（４桁）で必須入力する。 

［８］取扱終了年月日（「取扱終了日時＊」欄左） 

取扱終了年月日を西暦（８桁）で必須入力する。［９］取扱終了時刻（「取扱終了日時＊」欄

右） 

取扱終了時刻を 24時間制（４桁）で必須入力する。 

※以下［10］から［22］の項目は、最大８欄まで繰り返し入力することができる。 

［10］輸入表示（欄名無し） 

「取扱種別」欄に「Ｓ」（他貨物への変更、仕分け（ラベルチェンジ））を入力した場

合で、仕分けを行う貨物が輸入貨物の場合は、「Ⅰ」を入力する。 

「取扱種別」欄に「Ｈ」（個数の変更）を入力した場合は、入力不可。 

［11］仕分元ＡＷＢ番号（「<仕分元>ＡＷＢ番号」欄） 

仕分けを行うＡＷＢ番号等を必須入力する。 

［12］輸出許可番号（「<仕分元>Ｅ／Ｄ番号」欄） 

仕分け元の貨物が通関済みの場合は、輸出許可番号を入力する。 

輸出許可番号が出力されている場合は、システム外許可済（一般）貨物又はシステム

外許可済（積戻し）貨物であれば変更可 

［13］仕分後貨物識別（欄名無し） 

「取扱種別」欄に「Ｓ」（他貨物への変更、仕分け（ラベルチェンジ））を入力した場

合は、次の区分に応じたコードを必須入力する。 

区 分 コード 

ＡＷＢ Ａ 

ＨＡＷＢ Ｈ 

未ラベル貨物 Ｌ 

［14］仕分後ＡＷＢ番号（「<仕分後>ＡＷＢ番号」欄） 

仕分け後のＡＷＢ番号を入力する。 

「取扱種別」欄に「Ｓ」（他貨物への変更、仕分け（ラベルチェンジ））を入力した場

合は、仕分け後のＡＷＢ番号又はＨＡＷＢ番号を入力する。 

「取扱種別」欄に「Ｈ」（個数の変更）を入力した場合は、入力を要しない。 

［15］仕分後個数（「<仕分後>個数」欄） 

仕分け後の個数を入力する。 

［16］仕分後総個数（「<仕分後>総個数」欄） 

仕分け後の総個数を入力する。 

仕分け後の総個数が不明の場合は、「＊」を入力する。 

［17］仕分後重量（「<仕分後>重量」欄） 

仕分け後の重量を必須入力する。 

なお、小数点以下第１位まで入力することができる。 

［18］仕分後総重量（「<仕分後>総重量」欄） 

仕分け後の総重量を入力する。 

なお、小数点以下第１位まで入力することができる。 
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仕分け後貨物に係る総重量が不明な場合は、「＊」を入力する。 

［19］仕分後品名（「<仕分後>品名」欄） 

仕分け後の品名を必須入力する。 

［20］仕分後特殊貨物記号（「<仕分後>ＳＰＣ」欄） 

仕分け元貨物が特殊貨物の場合は、仕分け後の該当する貨物のＳＰＣ（特殊貨物）コ

ード（「業務コード集」参照）を入力する。 

［21］仕分後事故貨物（「<仕分後>事故」欄） 

仕分け元貨物が事故貨物の場合は、仕分け後の該当する貨物の事故コード（「業務コー

ド集」参照）を入力する。 

［22］仕分後通関依頼先（「<仕分後>通関業」欄） 

仕分け後貨物の通関依頼先の利用者コード（「業務コード集」参照）を入力する。 

 

(2) 取扱時間延長の登録 

前記(1)（登録方法）により登録された貨物の取扱いについて取扱時間の延長を行う場合は、

｢輸出貨物取扱登録（仕分け）呼出し｣業務（業務コード：ＡＨＳ）を利用して、次の事項を入力

し送信する。 

［１］取扱種別（「取扱種別＊」欄） 

｢Ｒ｣（時間延長）を必須入力する。 

［２］貨物取扱番号（「取扱番号」欄） 

貨物取扱番号を必須入力する。 

貨物情報が「輸出貨物取扱登録（仕分け）呼出し結果情報」（出力情報コード：ＡＡＴ０９０

０）として応答画面に出力されることから、出力された内容を確認の上、次の項目について訂正

を必要とする事項を上書き入力して送信する。 

［１］取扱開始年月日（「取扱開始日時＊」欄左） 

登録された取扱終了年月日が西暦（８桁）で出力される。 

［２］取扱開始時刻（「取扱開始日時＊」欄右） 

登録された取扱終了時刻が 24時間制（４桁）で出力される。 

［３］取扱終了年月日（「取扱終了日時＊」欄左） 

取扱終了年月日を西暦（８桁）で必須入力する。 

［４］取扱終了時刻（「取扱終了日時＊」欄右） 

取扱終了時刻を 24時間制（４桁）で必須入力する。 

 

(3) 出力帳票 

前記(1)（登録の方法）又は(2)（取扱時間延長の登録）により情報がシステムに登録された場

合は、次の情報がそれぞれ配信される。 

出力情報 出力情報コード 出力条件 配信先 

輸出貨物取扱登録

（仕分け）結果情

報 

ＡＡＴ０９１０ なし。 登録者 
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出力情報 出力情報コード 出力条件 配信先 

貨物取扱控情報（輸 

出）Ｂ 

ＡＡＴ０９２０ なし。 登録者 

 登録者が保税蔵置場以外で、かつ、

保税蔵置場に向けて出力の旨が登録

されている場合。 

貨物の取扱いを行う保

税蔵置場 

貨物取扱記録情報

（輸出）Ｂ 

ＡＡＴ０９３０ 貨物が他所蔵置場所に蔵置されて

いる場合。 

他所蔵置場所の管轄税

関 

（保税担当部門） 

搬送指示情報（輸

出）Ｂ 

（CGO PICK UP 

ORDER 

(SHIWAKE)）

（※） 

ＡＡＴ０９４０ 搬送指示情報出力の旨が登録され

ている場合。 

貨物の取扱いを行う保

税蔵置場 

※括弧内英字は帳票タイトル 

 

３ 貨物取扱登録（仕合せ） 

保税地域等に蔵置されている貨物（積戻し貨物を含む。）について、貨物の取扱い（仕合せ）を行

う場合は、次による。 

なお、システム利用者以外が貨物の取扱い（仕合せ）を行う場合は、取扱場所の倉主等が登録す

る。 

また、貨物の取扱い（仕合せ）を行った場合は、後記６（輸出貨物取扱確認登録）により「輸出

貨物取扱確認登録」業務（業務コード：ＣＣＨ０１）を実施する必要がある。 

(1) 登録の方法 

イ 呼出しによる方法 

「輸出貨物取扱登録（仕合せ）呼出し」業務（業務コード：ＡＨＴ）を利用して、次の事項

を入力し送信することにより、貨物情報が「輸出貨物取扱登録（仕合せ）呼出し結果情報」（出

力情報コード：ＡＡＴ０９５０）として応答画面に出力されることから、出力された内容を確

認の上、後記ロ（呼出しによらない方法）に準じて登録を必要とする事項を上書き入力して送

信する。 

なお、先頭に「＃」が付された項目は入力不可。 

 

［１］管轄税関（「管轄税関」欄） 

貨物が蔵置されている保税蔵置場の管轄税関の税関官署コード（「業務コード集」参

照）を入力する。 

他所蔵置場所に蔵置されている場合は、必須入力する。 

［２］取扱保税蔵置場（「取扱蔵置場」欄） 

貨物の取扱いを行う保税蔵置場の保税地域コード（「業務コード集」参照）を必須入力

する。 

［３］取扱種別（「取扱種別＊」欄） 
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次の区分に応じたコードを必須入力する。 

区 分 コード 

他貨物との仕合せ Ｔ 

同一貨物内の仕合せ Ｄ 

［４］仕合数（「仕合数」欄） 

仕合せ元の仕合せ数を２から８までで必須入力する。 

＃［５］貨物取扱番号（「取扱番号」欄） 

［６］仕合後貨物識別（「<仕合後>識別」欄） 

「取扱種別＊」欄に「Ｔ」（他貨物との仕合せ）を入力した場合は、次の区分に応じた

コードを必須入力する。 

「取扱種別＊」欄に「Ｄ」（同一貨物内の仕合せ）を入力した場合は、入力を要しな

い。 

区 分 コード 

ＡＷＢ Ａ 

ＨＡＷＢ Ｈ 

未ラベル貨物 Ｌ 

［７］仕合後ＡＷＢ番号（「<仕合後>ＡＷＢ番号」欄） 

「取扱種別＊」欄に「Ｔ」（他貨物との仕合せ）を入力した場合は、仕合せ後のＡＷＢ

番号等を入力する。 

「取扱種別＊」欄に「Ｄ」（同一貨物内の仕合せ）を入力した場合は、入力を要しな

い。 

※ 以下［８］及び［９］の項目は、最大８欄まで繰り返し入力することができる。 

［８］輸入表示（「<仕合元>輸入」欄） 

「取扱種別＊」欄に「Ｔ」（他貨物との仕合せ）を入力した場合で、仕合せを行う貨物

が輸入貨物の場合は、「Ⅰ」を入力する。 

その他の取扱種別の場合は、入力不可。 

［９］仕合元ＡＷＢ番号（「<仕合元>ＡＷＢ番号」欄） 

仕合せを行うＡＷＢ番号等を入力する。 

ロ 呼出しによらない方法 

「輸出貨物取扱登録（仕合せ）」業務（業務コード：ＡＨＴ０１）を利用して、次の事項を入

力し送信する。 

なお、先頭に「＃」が付された項目は入力不可。 

［１］管轄税関（「管轄税関」欄） 

貨物が蔵置されている保税蔵置場の管轄税関の税関官署コード（「業務コード集」参

照）を入力する。 

他所蔵置場所に蔵置されている場合は、必須入力する。 

［２］取扱保税蔵置場（「取扱蔵置場」欄） 

貨物の取扱いを行う保税蔵置場の保税地域コード（「業務コード集」参照）を必須入力

する。 

［３］取扱種別（「取扱種別」欄） 
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次の区分に応じたコードを必須入力する。 

区 分 コード 

他貨物との仕合せ Ｔ 

同一貨物内の仕合せ Ｄ 

［４］仕合数（「仕合数」欄） 

仕合せ元の仕合せ数を２から８までで必須入力する。 

＃［５］貨物取扱番号（「取扱番号」欄） 

［６］取扱開始年月日（「取扱開始日時＊」欄左） 

取扱開始年月日を西暦（８桁）で必須入力する。 

［７］取扱開始時刻（「取扱開始日時＊」欄右） 

取扱開始時刻を 24時間制（４桁）で必須入力する。 

［８］取扱終了年月日（「取扱終了日時＊」欄左） 

取扱終了年月日を西暦（８桁）で必須入力する。 

［９］取扱終了時刻（「取扱終了日時＊」欄右） 

取扱終了時刻を 24時間制（４桁）で必須入力する。 

［10］仕合後貨物識別（欄名無し） 

「取扱種別」欄に「Ｔ」(他貨物との仕合せ）を入力した場合は、次の区分に応じたコ

ードを入力する。 

「取扱種別」欄に「Ｄ」（同一貨物内の仕合せ）を入力した場合は、入力を要しない。 

区 分 コード 

ＡＷＢ Ａ 

ＨＡＷＢ Ｈ 

未ラベル貨物 Ｌ 

［11］仕合後ＡＷＢ番号（「<仕合後>ＡＷＢ番号」欄） 

「取扱種別」欄に「Ｔ」(他貨物との仕合せ）を入力した場合は、仕合せ後のＡＷＢ番

号等を入力する。 

「取扱種別」欄に「Ｄ」（同一貨物内の仕合せ）を入力した場合は、入力を要しない。 

［12］仕合後個数（「<仕合後>個数＊」欄） 

仕合せ後の個数を必須入力する。 

［13］仕合後総個数（「<仕合後>総個数」欄） 

仕合せ後の総個数を入力する。 

仕合後個数と同じ場合は、省略可能である。 

仕合せ後の総個数が不明な場合は、「＊」を入力する。 

［14］仕合後重量（「<仕合後>重量＊」欄） 

仕合せ後の貨物重量を必須入力する。 

なお、小数点以下第１位まで入力することができる。 

［15］仕合後総重量（「<仕合後>総重量」欄） 

仕合せ後の総重量を入力する。 

仕合後重量と同じ場合は、省略可能である。 

仕合せ後の貨物に係る総重量が不明な場合は、「＊」を入力する。 
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［16］仕合後品名（「<仕合後>品名＊」欄） 

仕合せ後の品名を必須入力する。 

［17］仕合後特殊貨物記号（「<仕合後>ＳＰＣ」欄） 

仕合せを行う貨物に特殊貨物記号が登録されている場合は、仕合せ後にＳＰＣ（特殊

貨物）コード（「業務コード集」参照）を入力する。 

［18］仕合後事故貨物（「<仕合後>事故」欄） 

仕合せを行う貨物に事故コードが登録されている場合は、仕合せ後に事故コード（「業

務コード集」参照）を入力する。 

※ 以下［19］から［22］までの項目は、最大８欄まで繰り返し入力することができる。 

［19］仕合後通関依頼先（「<仕合後>通関業」欄） 

仕合せ後貨物の通関依頼先を利用者コード（「業務コード集」参照）で入力する。 

［20］輸入表示（欄名無し） 

「取扱種別」欄に「Ｔ」（他貨物との仕合せ）を入力した場合で、仕合せを行う貨物が

輸入貨物の場合は、「Ⅰ」を入力する。 

「取扱種別」欄に「Ｄ」（同一貨物内の仕合せ）を入力した場合は、入力不可。 

［21］仕合元ＡＷＢ番号（「<仕合元>ＡＷＢ番号」欄） 

仕合せを行うＡＷＢ番号等を入力する。 

［22］輸出許可番号（「<仕合元>Ｅ／Ｄ番号」欄） 

仕合せを行う貨物が通関済みの場合は、輸出許可番号を入力する。 

 

(2) 取扱時間延長の登録 

前記(1)（登録方法）により登録された貨物の取扱いについて取扱時間の延長を行う場合は、

｢輸出貨物取扱登録（仕合せ）呼出し｣業務（業務コード：ＡＨＴ）を利用して、次の事項を入力

し送信する。 

［１］取扱種別（「取扱種別＊」欄） 

｢Ｒ｣（時間延長）を必須入力する。 

［２］貨物取扱番号（「取扱番号」欄） 

貨物取扱番号を必須入力する。 

「輸出貨物取扱登録（仕合せ）呼出し結果情報」（出力情報コード：ＡＡＴ０９５０）として応

答画面に出力された事項について確認し、次の事項について訂正を必要とする事項を上書き入力

し送信する。 

［１］取扱開始年月日（「取扱開始日時＊」欄左） 

登録された取扱終了年月日が西暦（８桁）で出力される。 

［２］取扱開始時刻（「取扱開始日時＊」欄右） 

登録された取扱終了時刻が 24時間制（４桁）で出力される。 

［３］取扱終了年月日（「取扱終了日時＊」欄左） 

取扱終了年月日を西暦（８桁）で必須入力する。 

［４］取扱終了時刻（「取扱終了日時＊」欄右） 

取扱終了時刻を 24時間制（４桁）で必須入力する。 

取扱場所を管理する倉主等以外の利用者が登録する場合は、必須入力する。 
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(3) 出力情報 

前記(1)（登録の方法）又は(2)（取扱時間延長の登録）により輸出貨物取扱情報が登録された

場合は、次の情報がそれぞれ配信される。 

出力情報 出力情報コード 出力条件 配信先 

輸出貨物取扱登録

（仕合せ）結果情

報 

ＡＡＴ０９６０ なし。 登録者 

貨物取扱控情報（輸 

出）Ｃ 

ＡＡＴ０９７０ なし。 登録者 

登録者が保税蔵置場以外で、か

つ、保税蔵置場に向けて当該情報を

出力する旨が登録されている場合。 

貨物の取扱いを行う保

税蔵置場 

貨物取扱記録情報

（輸出）Ｃ 

ＡＡＴ０９８０ 貨物が他所蔵置場所に蔵置され

ている場合。 

他所蔵置場所を管轄す

る税関 

（保税担当部門） 

搬送指示情報（輸

出）Ｃ 

（CGO PICK UP 

ORDER 

(SHIAWASE)）

（※） 

ＡＡＴ０９９０ 搬送指示情報出力の旨が登録さ

れている場合。 

貨物の取扱いを行う保

税蔵置場 

※括弧内英字は帳票タイトル 

 

４ 貨物単位が 40 件を超える場合の取扱い 

システム登録済貨物の輸出申告を行うため、40件を超える貨物単位に仕分け等を行った場合は、

40 件を超える部分についてはシステム処理ができないため、マニュアルの方法により行うものとす

る。 

なお、マニュアルの方法により仕分けを行った場合は、輸出申告等はマニュアル申告となるほ

か、全量輸出許可等がされない限り搬出できない。 

 

５ 貨物取扱取消 

前記１（貨物取扱登録（内容点検、その他の手入れ））から３（貨物取扱登録（仕合せ））までに

より登録された貨物の取扱を取り消す場合は、次による。 

(1) 取消手続 

前記２（貨物取扱登録（改装、仕分け））又は３（貨物取扱登録（仕合せ））の取消しは、倉主

が行う。 

他所蔵置場所において届出を取消しする必要がある場合は、「ＮＡＣＣＳ登録情報変更申出」に

貨物取扱届の取消しが必要な旨、貨物取扱番号、ＡＷＢ番号、他所蔵置場所及び事由等、必要事

項を記入の上、貨物取扱記録を添付して、税関（保税担当部門）に提出する。 

なお、「ＮＡＣＣＳ登録情報変更申出」の提出については、税関手続関連（共通編）-共通手続-
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第２章第２節（汎用申請関係手続）に定める「汎用申請」業務（業務コード：ＨＹＳ）により行

うことも可能であり、この場合には貨物取扱記録の添付を要しない。 

税関は取消しを認めた場合に、システムに登録されている届出を取り消す。 

 

(2) 取消しの方法 

「輸出貨物取扱取消」業務（業務コード：ＡＨＣ）を利用して、「貨物取扱番号＊」欄に貨物取

扱番号を入力し送信する。 

 

(3) 出力情報 

前記(2)（取消しの方法）により輸出貨物取扱情報が取り消された場合は、次の情報がそれぞれ

配信される。 

出力情報 出力情報コード 出力条件 配信先 

輸出貨物取扱取消

（仕分け）結果情

報 

ＡＡＴ１０００ 入力した貨物取扱番号に係る取扱

いが仕分けである場合。 

登録者 

輸出貨物取扱取消

（仕合せ）結果情

報 

ＡＡＴ１０１０ 入力した貨物取扱番号に係る取扱

いが仕合せである場合。 

登録者 

貨物取扱取消控情

報（輸出）Ｂ 

ＡＡＴ１０２０ 登録者が税関以外で、かつ、入力し

た貨物取扱番号に係る取扱いが仕分

けである場合。 

登録者 

貨物取扱取消控情

報（輸出）Ｃ 

ＡＡＴ１０３０ 登録者が税関以外で、かつ、入力し

た貨物取扱番号に係る取扱いが仕合

せである場合。 

登録者 

貨物取扱取消確認

情報（輸出）Ｂ 

ＡＡＴ１０４０ 入力した貨物取扱番号による取扱

いが仕分けで、かつ、取扱保税蔵置場

が他所蔵置場所でない場合。 

取扱保税蔵置場の管

轄税関 

（保税担当部門） 

入力した貨物取扱番号による取扱

いが仕分けで、かつ、取扱保税蔵置場

が他所蔵置場所である場合。 

他所蔵置場所の管轄

税関 

（保税担当部門） 

貨物取扱取消確認

情報（輸出）Ｃ 

ＡＡＴ１０５０ 入力した貨物取扱番号による取扱

いが仕合せで、かつ、取扱保税蔵置場

が他所蔵置場所でない場合。 

取扱保税蔵置場の管

轄税関 

（保税担当部門） 

入力した貨物取扱番号による取扱

いが仕合せで、かつ、取扱保税蔵置場

が他所蔵置場所である場合。 

他所蔵置場所の管轄

税関 

（保税担当部門） 

 

６ 輸出貨物取扱確認登録 

前記２（貨物取扱登録（改装、仕分け））又は３（貨物の仕合せ）により登録した貨物の取扱い

（｢改装・仕分け｣又は｢仕合せ｣）について結果の確認を行う場合は、次による。 
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なお、取扱貨物が他所蔵置場所に蔵置されている場合は、他所蔵置許可申請者が行う。 

(1) 登録の方法 

イ 呼出しによる方法 

「輸出貨物取扱確認登録（呼出し）」業務（業務コード：ＣＣＨ）を利用して、「取扱番号

＊」欄に貨物取扱番号を入力し送信することにより、貨物取扱情報が「輸出貨物取扱確認登録

呼出し結果情報」（出力情報コード：ＡＡＴ１１１０）として応答画面に出力されることから、

出力された内容を確認の上、後記ロ（呼出しによらない方法）に準じて訂正を必要とする事項

を上書き入力し再送信する。 

ロ 呼出しによらない方法 

呼出しによらない場合は、「輸出貨物取扱確認登録」業務（業務コード：ＣＣＨ０１）を利用

して、次の事項を入力し送信する。 

［１］貨物取扱番号（「取扱番号」欄） 

貨物取扱番号を必須入力する。 

［２］取扱確認変更表示（「変更」欄） 

登録されている内容と確認内容が異なる場合は、「Ｙ」を入力する。 

［３］仕分後・仕合後ＡＷＢ番号（「<仕分元・仕合後>ＡＷＢ番号」欄） 

仕分けの場合は、仕分け元のＡＷＢ番号を必須入力する。 

仕合せの場合は、仕合せ後のＡＷＢ番号を必須入力する。 

［４］仕分元・仕合後個数（「<仕分元・仕合後>個数」欄） 

仕合せの場合は、確認した個数を必須入力する。 

「変更」欄が「Ｙ」（差異あり）以外の場合は、変更不可。 

［５］仕分元・仕合後総個数（「<仕分元・仕合後>総個数」欄） 

仕合せの場合で、入力された貨物取扱番号で登録されている総個数と実際に仕合せを

行った総個数が異なる場合は、確認した総個数を入力する。 

「変更」欄が「Ｙ」（差異あり）以外の場合は、変更不可。 

［６］仕分元・仕合後重量（「<仕分元・仕合後>重量」欄） 

仕合せの場合で、入力された貨物取扱番号で登録されている重量と実際に仕合せを行

った重量が異なる場合は、確認した重量を必須入力する。 

「変更」欄が「Ｙ」（差異あり）以外の場合は、変更不可。 

なお、小数点以下第１位まで入力することができる。 

［７］仕分元・仕合後総重量（「<仕分元・仕合後>総重量」欄） 

仕合せの場合で、入力された貨物取扱番号で登録されている総重量と実際に仕合せを

行った総重量が異なる場合は、確認した総重量を入力する。 

「変更」欄が「Ｙ」（差異あり）以外の場合は、変更不可。 

なお、小数点以下第１位まで入力することができる。 

［８］仕分元・仕合後品名（「<仕分元・仕合後>品名」欄） 

仕合せの場合で、入力された貨物取扱番号で登録されている品名と実際に仕合せを行

った品名が異なる場合は、確認した品名を必須入力する。 

「変更」欄が「Ｙ」（差異あり）以外の場合は、変更不可。 

［９］仕分元・仕合後事故貨物（「<仕分元・仕合後>事故」欄） 
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仕合せの場合で、仕合せ後の貨物に税関への届出を要する事故があった場合は、事故

コード（「業務コード集」参照）を入力する。 

「変更」欄が「Ｙ」（差異あり）以外の場合は、変更不可。 

※ 以下［10］から［16］までの項目は、最大８欄まで繰り返し入力することができる。 

［10］仕分後・仕合元ＡＷＢ番号（「<仕分後・仕合元>ＡＷＢ番号」欄） 

仕分けの場合は、仕分け後のＡＷＢ番号を入力する。 

仕合せの場合は、仕合せ元のＡＷＢ番号を入力する。 

［11］仕分後・仕合元個数（「<仕分後・仕合元>個数」欄） 

仕分けの場合で、入力された貨物取扱番号で登録されている個数と実際に仕分けを行

った個数が異なる場合は、確認した個数を必須入力する。 

「変更」欄が「Ｙ」（差異あり）以外の場合は、変更不可。 

［12］仕分後・仕合元総個数（「<仕分後・仕合元>総個数」欄） 

仕分けの場合で、入力された貨物取扱番号で登録されている総個数と実際に仕分けを

行った総個数が異なる場合は、確認した総個数を入力する。 

「変更」欄が「Ｙ」（差異あり）以外の場合は、変更不可。 

［13］仕分後・仕合元重量（「<仕分後・仕合元>重量」欄） 

仕分けの場合で、「取扱番号」欄に入力した貨物取扱番号で登録されている重量と実際

に仕分けを行った重量が異なる場合は、確認した重量を必須入力する。 

「変更」欄が「Ｙ」（差異あり）以外の場合は、変更不可。 

［14］仕分後・仕合元総重量（「<仕分後・仕合元>総重量」欄） 

仕分けの場合で、「取扱番号」欄に入力した貨物取扱番号で登録されている総重量と実

際に仕分けを行った総重量が異なる場合は、確認した総重量を入力する。 

「変更」欄が「Ｙ」（差異あり）以外の場合は、変更不可。 

［15］仕分後・仕合元仕分後・仕合元品名（「<仕分後・仕合元仕分後・仕合元>品名」欄） 

仕分けの場合で、「取扱番号」欄に入力した貨物取扱番号で登録されている品名と実際

に仕分けを行った品名が異なる場合は、確認した品名を入力する。 

「変更」欄が「Ｙ」（差異あり）以外の場合は、変更不可。 

［16］仕分後・仕合元事故貨物（「<仕分後・仕合元>事故」欄） 

仕分けの場合で、仕分け後の貨物に税関への届出を要する事故があった場合は、事故

コード（「業務コード集」参照）を入力する。 

「変更」欄が「Ｙ」（差異あり）以外の場合は、変更不可。 

 

(2) 出力情報 

前記(1)（登録の方法）により輸出貨物取扱情報の結果確認が登録された場合は、次の情報がそ

れぞれ配信される。 

出力情報 出力情報コード 条件 配信先 

貨物取扱結果確認

情報（輸出） 

ＡＡＴ１１２０ なし。 登録者 

登録者が差異ありの旨を入力

し、かつ、取扱登録者が登録者と異

なる場合。 

取扱登録者 
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搬入状況通知情報

（輸出） 

（BOND IN STATUS 

INFORMATION）

（※） 

ＡＡＴ００９０ 取扱確認で事故情報の入力をし

た場合。 

登録者 

保税蔵置場の管轄税

関 

（保税担当部門） 

※括弧内英字ば帳票タイトル 

 

７ 積戻し申告に伴う事前手続 

システムに登録済みの外国貨物を積戻ししようとする場合は、税関への積戻し申告の前に、前記

２（貨物取扱登録（改装、仕分け））又は３（貨物取扱登録（仕合せ））による貨物の取扱いを行

い、積戻し貨物として新たに登録する。 

 

８ 貨物情報の仕分け 

保税蔵置場に蔵置されている貨物について、搬入する単位と異なる単位で輸出申告を行う場合

に、貨物情報を分割（以下この節において「情報仕分け」という。）する手続は、次による。 

また、情報仕分けされたものについて訂正する場合は、再度、「輸出貨物情報仕分け登録」業務

（業務コード：ＡＨＵ０１）又は「輸出貨物情報仕合せ登録」業務（業務コード：ＡＨＶ）を実施

する。 

なお、関税法第 40条（貨物の取扱い）に規定する仕分けを行った場合は、前記２（貨物取扱登録

（改装、仕分け））によることとなることから留意すること。 

(1) 登録の方法 

イ 呼出しによる方法 

「輸出貨物情報仕分け登録呼出し」業務（業務コード：ＡＨＵ）を利用して、次の事項を入

力し送信することにより、貨物情報が「輸出貨物情報仕分け登録呼出し結果情報」（出力情報コ

ード：ＡＡＴ１０６０）として応答画面に出力されることから、出力内容を確認の上、後記ロ

（呼出しによらない方法）に準じて登録を必要とする事項を上書き入力して送信する。 

［１］保税蔵置場（「保税蔵置場＊」欄） 

貨物が蔵置されている保税蔵置場の保税地域コード（「業務コード集」参照）を必須入

力する。 

［２］情報仕分け数（「情報仕分数＊」欄） 

情報仕分け数を必須入力する。 

２から 16まで入力可能である。 

［３］情報仕分け元ＡＷＢ番号（「仕分元ＡＷＢ番号＊」欄） 

情報仕分けの対象となるＡＷＢ番号（ＨＡＷＢ番号）を必須入力する。 

分割搬入されている場合は、枝番も併せて入力する。 

ロ 呼出しによらない方法 

「輸出貨物情報仕分け登録」業務（業務コード：ＡＨＵ０１）を利用して、次の事項を入力

し送信する。 

［１］保税蔵置場（「保税蔵置場」欄） 

情報仕分けの対象となる貨物が蔵置されている保税蔵置場の保税地域コード（「業務コ
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ード集」参照）を必須入力する。 

［２］情報仕分け数（「情報仕分数」欄） 

情報仕分け数を必須入力する。 

２から 16まで入力可能である。 

［３］情報仕分け元ＡＷＢ番号（「仕分元ＡＷＢ番号」欄） 

情報仕分けの対象となるＡＷＢ番号（ＨＡＷＢ番号）を必須入力する。 

分割搬入されている場合は、枝番も併せて入力する。 

※ 以下［４］から［７］までの項目は、最大 16欄まで繰り返し入力することができる。 

［４］情報仕分け後個数（「個数」欄） 

情報仕分け後の個数を入力する。 

［５］情報仕分け後重量（「重量」欄） 

情報仕分け後の重量を入力する。 

情報仕分け元重量が登録されていない場合は、省略可能である。 

なお、小数点以下第１位まで入力することができる。 

［６］情報仕分け後特殊貨物記号（「ＳＰＣ」欄） 

情報仕分け元のＡＷＢ番号に特殊貨物記号が登録されている場合は、情報仕分け後の

いずれか１欄以上には該当するＳＰＣ（特殊貨物）コード（「業務コード集」参照）を入

力する。 

［７］情報仕分け後通関依頼先（「通関依頼先」欄） 

情報仕分後貨物に係る通関依頼先の利用者コード（「業務コード集」参照）を入力す

る。 

 

(2) 出力情報 

前記(1)（登録の方法）によりシステムに登録された場合は、登録者に「輸出貨物情報仕分け登

録結果情報」（出力情報コード：ＡＡＴ１０７０）及び｢情報変更入力控情報（仕分け）｣（出力情

報コード：ＡＡＴ１０８０）が配信される。 

 

９ 貨物情報の仕合せ 

保税蔵置場に蔵置されている貨物について、搬入単位と異なる単位で「輸出申告」業務（業務コ

ード：ＥＤＣ）を実施する場合に、貨物情報を統合（以下この節において「情報仕合せ」という。）

する手続は、次による。 

また、情報仕合せされたものについて訂正する場合は、再度、「輸出貨物情報仕合せ登録」業務

（業務コード：ＡＨＶ）又は「輸出貨物情報仕分け登録」業務（業務コード：ＡＨＵ０１）を実施

する。 

なお、関税法第 40条（貨物の取扱い）に規定する仕合せを行った場合は、この節３（貨物取扱登

録（仕合せ））によることとなることから留意すること。 

(1) 登録の方法 

「輸出貨物情報仕合せ登録」業務（業務コード：ＡＨＶ）を利用して、次の事項を入力し送信

する。 

［１］保税蔵置場（「保税蔵置場＊」欄） 
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情報仕合せの対象となる貨物が蔵置されている保税蔵置場の保税地域コード（「業務コ

ード集」参照）を必須入力する。 

［２］情報仕合せ数（「情報仕合数＊」欄） 

情報仕合せ数を必須入力する。 

２から 16まで入力可能である。 

［３］情報仕合せ対象ＡＷＢ番号（「仕合対象ＡＷＢ番号＊」欄） 

情報仕合せの対象となるＡＷＢ番号又はＨＡＷＢ番号を必須入力する。 

※［４］の項目は、最大 16 欄まで繰り返し入力することができる。 

［４］情報仕合せ元枝番（欄名無し） 

情報仕合せの対象となる枝番を入力する。 

［５］情報仕合せ後特殊貨物記号（「ＳＰＣ」欄） 

情報仕合せ対象のＡＷＢ番号に特殊貨物記号が登録されている場合は、該当するＳＰ

Ｃ（特殊貨物）コード（「業務コード集」参照）を入力する。 

［６］情報仕合せ後通関依頼先（「通関依頼先」欄） 

情報仕合せ後の貨物に係る通関業者の利用者コード（「業務コード集」参照）でを入力

する。 

 

(2) 出力情報 

前記(1)（登録の方法）によりシステムに登録された場合は、登録者に「輸出貨物情報仕合せ登

録結果情報」（出力情報コード：ＡＡＴ１０９０）及び｢情報変更入力控情報（仕合せ）｣（出力情

報コード：ＡＡＴ１１００）が配信される。 

 

１０ ＵＬＤ積付結果の登録、訂正及び取消し 

ＵＬＤに輸出貨物を積み付けた場合は、ＭＡＷＢ番号単位又はＡＷＢ・ＨＡＷＢ番号単位に積付

結果をシステムに登録する。 

また、後記(1)（ＵＬＤ積付結果の登録）により登録された内容について訂正及び取り消しをする

場合は、後記(2)（ＵＬＤ積付結果の訂正）又は(3)（ＵＬＤ積付結果の取消し）によりシステムに

登録する。 

(1) ＵＬＤ積付結果の登録 

ＵＬＤ積付結果情報を登録する場合の手続は、次により行う。 

イ 登録の方法 

(ｲ) ＭＡＷＢ単位に登録する方法 

Ａ 呼出しによる方法 

「積付結果登録（ＭＡＷＢ単位）呼出し」業務（業務コード：ＵＬＭ）を利用して、次

の事項を入力し送信することにより、貨物情報等が「積付結果登録（ＭＡＷＢ単位）呼出

し結果情報」（出力情報コード：ＡＡＴ０５００）として応答画面に出力されることから、

出力された内容を確認の上、後記Ｂ（呼出しによらない方法）に準じて訂正を必要とする

事項を上書き入力して送信する。 

［１］ＭＡＷＢ番号（「ＭＡＷＢ番号＊」欄） 

ＭＡＷＢ番号を必須入力する。 
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［２］積込港（「積込港」欄） 

積込港のＩＡＴＡ空港コード（「業務コード集」参照）を入力する。 

入力者が混載業者の場合は、必須入力する。 

［３］保税蔵置場（「保税蔵置場」欄） 

ＵＬＤ積付作業を実施した保税蔵置場の保税地域コード（「業務コード集」参照）を入

力する。 

入力者が混載業者の場合は、必須入力する。 

［４］混載業（「混載業」欄） 

ＭＡＷＢに対して混載仕立てを行った混載業者を利用者コード（「業務コード集」参

照）で入力する。 

ジョイント混載貨物を混載業者単位にＵＬＤ積付結果情報を登録する場合は、混載業

者を利用者コード（「業務コード集」参照）で入力する。 

Ｂ 呼出しによらない方法 

「積付結果登録（ＭＡＷＢ単位）」業務（業務コード：ＵＬＭ０１）を利用して、次の事

項を入力し送信する。 

［１］ＭＡＷＢ番号（「ＭＡＷＢ番号」欄） 

ＭＡＷＢ番号を必須入力する。 

［２］混載業（「混載業」欄） 

ＭＡＷＢに対して混載仕立てを行った混載業者の利用者コード（「業務コード集」参

照）を必須入力する。 

ジョイント混載貨物を混載業者単位にＵＬＤ積付結果情報を登録する場合は、混載業

者の利用者コード（「業務コード集」参照）を入力する。 

［３］保税蔵置場（「保税蔵置場」欄） 

ＵＬＤ積付作業を実施した保税蔵置場の保税地域コード（「業務コード集」参照）を必

須入力する。 

［４］積付年月日（「積付年月日＊」欄） 

ＵＬＤ積付作業を実施した年月日を西暦（８桁）で必須入力する。 

［５］積付作業者（「積付作業者」欄） 

ＵＬＤ積付作業者を任意のコード（５桁）で入力する。 

※ 以下［６］、［８］及び［９］の項目は、最大３欄まで繰り返し入力することができる。 

［６］ＵＬＤ番号（Ａ～Ｃ）（「ＵＬＤ番号」欄） 

積み付けるＵＬＤ番号を入力する。 

同一番号の入力不可。 

［７］積込港（Ａ～Ｃ）（「積込港」欄） 

ＵＬＤの積込港のＩＡＴＡ空港コード（「業務コード集」参照）を入力する。 

システム外積貨物の場合は、「Ｚ」を入力する。 

［８］検量重量（Ａ～Ｃ）（「検量重量」欄） 

積み付ける検量重量をキログラム単位で入力する。 

なお、小数点以下第１位まで入力することができる。 

［９］ＵＬＤ搭載タイプ（Ａ～Ｃ）（「搭載タイプ」欄） 
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次の区分に応じたコードを入力する。 

区 分 コード 

ベリー・デッキ搭載 Ｂ 

メイン・デッキ搭載 Ｍ 

ロアー・デッキ搭載 Ｌ 

コンテナ Ｃ 

※ 以下［10］から［17］までの項目は、最大 12欄まで繰り返し入力することができる。 

［10］処理識別（「処理」欄） 

次の区分に応じたコードを入力する。 

区 分 コード 

登録終了 Ｅ 

全量保留 Ｐ 

全量バラ積み（処理対象外） Ｘ 

積付対象 （入力しない。） 

［11］ＨＡＷＢ番号（「ＨＡＷＢ番号」欄） 

ＭＡＷＢ番号に仕立てられたＨＡＷＢ番号を入力する。 

［12］積付個数Ａ（「積付Ａ」欄） 

ＵＬＤ番号Ａに入力されたＵＬＤに積付ける貨物の個数を入力する。 

［13］積付個数Ｂ（「積付Ｂ」欄） 

ＵＬＤ番号Ｂに入力されたＵＬＤに積付ける貨物の個数を入力する。 

［14］積付個数Ｃ（「積付Ｃ」欄） 

ＵＬＤ番号Ｃに入力されたＵＬＤに積付ける貨物の個数を入力する。 

［15］バラ個数（「バラ」欄） 

一部バラとなる貨物がある場合は、その個数を入力する。 

［16］特殊貨物記号（「ＳＰＣ」欄） 

ＨＡＷＢ番号を基にシステムに登録されている貨物が特殊貨物である場合は、該当す

るＳＰＣコード（「業務コード集」参照）を入力する。 

［17］仕向地（「仕向地」欄） 

ＨＡＷＢ番号を基にシステムに登録されている仕向地のＩＡＴＡコード（「業務コード

集」参照）を入力する。 

(ﾛ) ＡＷＢ・ＨＡＷＢ番号単位に登録する場合 

「積付結果登録(ＡＷＢ・ＨＡＷＢ単位)」業務（業務コード：ＵＬＡ）を利用して、次の

事項を入力し送信する。 

［１］保税蔵置場（「保税蔵置場」欄） 

ＵＬＤ積付作業を実施した保税蔵置場の保税地域コード（「業務コード集」参照）を入

力する。 

［２］積付年月日（「積付年月日＊」欄） 

ＵＬＤ積付作業を実施した年月日を西暦（８桁）で必須入力する。 

なお、入力日の２日前まで入力することができる。 

［３］積付作業者（「積付作業者」欄） 
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ＵＬＤ積付作業者を任意のコード（５桁）で入力する。 

※ 以下［４］、［６］及び［７］の項目は、最大３欄まで繰り返し入力することができる。 

［４］ＵＬＤ番号（Ａ～Ｃ）（「ＵＬＤ番号」欄） 

積み付けるＵＬＤ番号を必須入力する。 

同一番号の入力不可。 

［５］積込港（Ａ～Ｃ）（「積込港」欄） 

ＵＬＤの積込港のＩＡＴＡ空港コード（「業務コード集」参照）を入力する。 

［６］検量重量（Ａ～Ｃ）（「検量重量」欄） 

積付ける検量重量をキログラム単位で入力する。 

なお、小数点以下第１位まで入力することができる。 

［７］ＵＬＤ搭載タイプ（Ａ～Ｃ）（「搭載タイプ」欄） 

次の区分に応じたコードを入力する。 

区 分 コード 

ベリー・デッキ搭載 Ｂ 

メイン・デッキ搭載 Ｍ 

ロアー・デッキ搭載 Ｌ 

コンテナ Ｃ 

※ 以下［８］から［13］までの項目は、最大 12欄まで繰り返し入力することができる。 

［８］処理識別（「処理」欄） 

次の区分に応じたコードを入力する。 

区 分 コード 

全量保留 Ｐ 

全量バラ積み（処理対象外） Ｘ 

積付対象 （入力しない。） 

［９］ＡＷＢ番号（「ＡＷＢ番号」欄） 

システムより付与された枝番を除いたＡＷＢ番号又はＨＡＷＢ番号を入力する。 

［10］積付個数Ａ（「積付Ａ」欄） 

ＵＬＤ番号Ａに入力されたＵＬＤに積み付ける貨物の個数を入力する。 

［11］積付個数Ｂ（「積付Ｂ」欄） 

ＵＬＤ番号Ｂに入力されたＵＬＤに積み付ける貨物の個数を入力する。 

［12］積付個数Ｃ（「積付Ｃ」欄） 

ＵＬＤ番号Ｃに入力されたＵＬＤに積み付ける貨物の個数を入力する。 

［13］バラ個数（「バラ」欄） 

一部バラとなる貨物がある場合は、その個数を入力する。 

 

(2) ＵＬＤ積付結果の訂正 

ＵＬＤ積付結果情報の訂正する場合の手続は、次により行う。 

イ 呼出しによる方法 

「積付結果追加登録（ＵＬＤ単位）呼出し」業務（業務コード：ＵＬＵ）を利用して、「ＵＬ

Ｄ番号＊」欄にＵＬＤ番号を必須入力し送信することにより、貨物情報等が「積付結果訂正
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（ＵＬＤ単位）呼出し結果情報」（出力情報コード：ＡＡＴ０５１０）として応答画面に出力さ

れることから、出力された内容を確認の上、後記ロ（呼出しによらない方法）に準じて訂正を

必要とする事項を上書き入力して送信する。 

ロ 呼出しによらない方法 

「積付結果追加登録（ＵＬＤ単位）」業務（業務コード：ＵＬＵ０１）を利用して、次の事項

を入力し送信する。 

［１］ＵＬＤ番号（「ＵＬＤ番号」欄） 

ＵＬＤ番号を必須入力する。 

［２］保税蔵置場（「保税蔵置場」欄） 

ＵＬＤを蔵置している保税蔵置場の保税地域コード（「業務コード集」参照）を入力す

る。 

［３］積付年月日（「積付年月日」欄） 

ＵＬＤ積付作業を実施した年月日を西暦（８桁）で必須入力する。 

［４］積付作業者（「積付作業者」欄） 

ＵＬＤ積付作業者を任意のコード（５桁）で入力する。 

［５］搭載便名１（「便名」欄左） 

入力したＵＬＤ番号に積み付けられたＡＷＢ番号又はＨＡＷＢ番号に係る貨物の搭載

便名の便名部（航空会社コード（「業務コード集」参照）（２桁）＋フライトナンバー

（４桁））を入力する。 

［６］搭載便名２（「便名」欄右） 

入力したＵＬＤ番号に積付けられたＡＷＢ番号又はＨＡＷＢ番号に係る貨物の搭載便

名の日付部を「ＤＤＭＭＭ」（例：１月１日の場合は「０１ＪＡＮ」）の形式で入力す

る。 

［７］出発予定時刻（「出発予定時刻」欄） 

入力したＵＬＤ番号に積み付けられたＡＷＢ番号又はＨＡＷＢ番号に係る貨物の搭載

便の出発予定時刻を 24時間制（４桁）で入力する。 

［８］取卸地（「取卸地」欄） 

取卸地のＩＡＴＡコード（「業務コード集」参照）を入力する。 

［９］積込港（「積込港」欄） 

積込港のＩＡＴＡ空港コード（「業務コード集」参照）を必須入力する。 

システム外積貨物の場合は、「Ｚ」を入力する。 

［10］検量重量（「検量重量」欄） 

積付ける検量重量をキログラム単位で入力する。 

なお、小数点以下第１位まで入力することができる。 

［11］ＵＬＤ搭載タイプ（「搭載タイプ」欄） 

次の区分に応じたコードを入力する。 

区 分 コード 

ベリー・デッキ搭載 Ｂ 

メイン・デッキ搭載 Ｍ 

ロアー・デッキ搭載 Ｌ 
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区 分 コード 

コンテナ Ｃ 

※ 以下［12］から［17］までの項目は、最大 12欄まで繰り返し入力することができる。 

［12］処理識別（「処理」欄） 

次の区分に応じたコードを入力する。 

「Ｍ」（ＭＡＷＢ）又は「＊」（便割当済）が表示されている場合は変更不可。 

区 分 コード 

訂正 Ｕ 

登録終了 Ｅ 

ＭＡＷＢ Ｍ 

便割当済 ＊ 

積付可能 （入力しない。） 

［13］ＡＷＢ番号（「ＡＷＢ番号」欄） 

ＵＬＤに積み付けられているＡＷＢ（ＨＡＷＢ）番号を入力する。 

［14］積付個数（「積付個数」欄） 

ＵＬＤに積み付ける貨物の個数を入力する。 

［15］バラ個数（「バラ」欄） 

ＵＬＤに積み付けるバラ貨物の個数を入力する。 

なお、「処理」欄に「Ｕ」（訂正）を入力した場合のみ入力することができる。 

［16］特殊貨物記号（「ＳＰＣ」欄） 

ＡＷＢ（ＨＡＷＢ）に係る貨物が特殊貨物である場合は、該当するＳＰＣ（特殊貨

物）コード（「業務コード集」参照）を入力する。 

［17］仕向地（「仕向地」欄） 

ＡＷＢ番号に係る仕向地のＩＡＴＡコード（「業務コード集」参照）を入力する。 

 

(3) ＵＬＤ積付結果の取消し 

ＵＬＤ積付結果情報を取消しバラ貨物とする場合の手続は、次により行う。 

イ 呼出しによる方法 

「積付結果取消呼出し」業務（業務コード：ＵＬＣ）を利用して、次の事項を入力し送信す

ることにより、貨物情報が「積付結果取消呼出し結果情報」（出力情報コード：ＡＡＴ０５２

０）として応答画面に出力されることから、出力内容を確認の上、後記ロ（呼出しによらない

方法）に準じて訂正を必要とする事項を上書き入力して送信する。 

［１］ＵＬＤ番号（「ＵＬＤ番号＊」欄） 

積付情報を取り消すＵＬＤ番号を必須入力する。 

［２］処理区分（「処理区分」欄） 

一括して取り消す場合には「Ｘ」を入力する。 

個別取消の場合には入力を要しない。 

ロ 呼出しによらない方法 

「積付結果取消」業務（業務コード：ＵＬＣ０１）を利用して、次の事項を入力し送信す

る。 
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［１］ＵＬＤ番号（「ＵＬＤ番号」欄） 

積付情報を取り消すＵＬＤ番号を必須入力する。 

※ 以下［２］及び［３］の項目は、最大 20欄まで繰り返し入力することができる。 

［２］処理識別（「処理」欄） 

積み付けた貨物をバラにする場合、次の区分に応じたコードを入力する。 

区 分 コード 

全量バラ積み Ｘ 

ＭＡＷＢ番号 Ｍ 

ＨＡＷＢ番号 （入力しない。） 

［３］ＡＷＢ番号（「ＡＷＢ番号」欄） 

ＵＬＤに積付けられたＡＷＢ番号又はＭＡＷＢ番号を入力する。 

 

(4) 出力情報 

前記(1)（ＵＬＤ積付結果の登録）又は(2)（ＵＬＤ積付結果の訂正）によりＵＬＤ積付結果が

登録等された場合は、登録者に次の情報がそれぞれ配信される。 

イ ＵＬＤ積付結果登録の場合 

出力情報 出力情報コード 出力条件 

積付結果登録情報 

（UNITIZATION 

DATA 

INFORMATION）

（※） 

ＡＡＴ０４８０ 次の条件を全て満たす場合。 

① 積み付けられている貨物が全て許可済みであ

る場合。 

② 積付結果登録情報を出力する旨が、システムに

登録されている場合。 

積付結果保留情報 

（UNITIZATION 

DATA 

INFORMATION 

(DEFER））（※） 

ＡＡＴ０４９０ 次の条件を全て満たす場合。 

① 入力された貨物に未許可貨物がある場合。 

② 積付結果保留情報を出力する旨が、システムに

登録されている場合。 

※括弧内英字は帳票タイトル 

ロ ＵＬＤ積付結果訂正の場合 

出力情報 出力情報コード 出力条件 

積付結果登録情報 

（UNITIZATION 

DATA 

INFORMATION）

（※） 

ＡＡＴ０４８０ 次の条件を全て満たす場合。 

① 積み付けられている貨物が全て許可済みであ

る場合。 

② 訂正が行われた貨物がある場合。 

③ 積付結果登録情報を出力する旨が、登録されて

いる保税蔵置場である場合。 

積付結果保留情報 

（UNITIZATION 

DATA 

ＡＡＴ０４９０ 次の条件を全て満たす場合。 

① 訂正が行われた貨物に未許可貨物がある場合。 

② 積付結果保留情報を出力する旨が、登録されて
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INFORMATION 

(DEFER)）（※） 

いる保税蔵置場である場合。 

※括弧内英字は帳票タイトル 


